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拘束被服着用による被服圧と人体表面の圧縮特性変化
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目的　整容を目的としたブラジャー，ガードル等の拘束被服によって人体に与えられる被

服圧は，各部位でのサイズを含む体型補正効果や動作時における防振効果に有効である。

しかし，過度の被服圧は着用感の低下はもとより人体生理上様々な問題を与える。

　そこで，体型補正のための適正被服圧レベルを把握するために，モデル実験および人体

実験より，被服圧と人体表面の圧縮硬さ変化との関係について検討を行う。

方法　モデル実験においては人体表面の圧縮硬さを考慮した３種類の受圧体モデルを使用

し，圧縮子の面積，被覆する試料を変化させ，被服圧と受圧体モデルの圧縮変形量との関

係を検討した。人体実験では，拘東力の異なるガードルおよびサポートストッキング各３

種類を使用し，被服圧の違いによる大腿部の圧縮特性変化を検討した。なお，人体表面の

圧縮特性および被服圧の測定は著者らによって開発した装置を使用した92)。

｡結果　受圧体モデルを拘束する被服圧の増加に伴って圧縮変形量が減少する。減少量は，

軟体モデルほど，また圧縮子の面積が大きいほど顕著であった。しかし，一定の被服圧レ

ベルに達すると圧縮変形量もほとんど変化しないことか明かとなった。このことは人体実

験においても同様であり，過度の拘東による人体への悪影響を示唆するものである。
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　【目的】パンティストッキング（以後, PSとする）の着装により，ウエストバンド部と

の接触部位に皮膚障害がみられることがある．また，生理的機能への影響ばかりでなく，

着装中に不快感を感じることも少なくない．前報では，衣服圧，人体変形量の観点からそ

のより快適な着装位置を検討した．そこで本報では, PSウエストバンド部の着装位置と

着装感との関連を解析した.
　【方法】試料は，衣服圧の異なる４種の市販Ｐｓ（ニットインタイプ３種，アウト織ゴム

タイプ１種）である．供用試料として，ウエストバンド部下1 2 cmの位置でレッグ部から

切断したパンティ部付きのウエストバンド部を用いた．着装位置は，腸観点より4cm上の

H2,さらに上方へと2cm間隔にH4, H6, H8, HI 0の計５ヵ所で，皮膚に印を付けた．

被験者は女子大生4 3名とし，供用試料をH2. H4,・　丿　.　H10の順で着装し*圧迫され

る感じ’≒”かたい感じ”fくい込む感じ”，”フィットする感じ”などの９つの調査

項目について，立位と椅座位の姿勢でSD法による着装感評価を行った.

　【結果】着装感評価の結果は個人差が著しいが，調査項目ごとに次の工～IV型の4タイプに

分類される傾向がみられた．”圧迫される感じ”では，工型はH2からH10へ，すなわち着

装位置が上へいくほど圧迫される感じが低くなり，逆にｎ型は着装位置が上方であるほど

高くなる傾向がみられた. 1型は着装位置による顕著な差は認められないタイプで，以上

のタイプ以外をN型とした.
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